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発端となった事例
ロサンゼルスに向かって航行中の船が、衝突の可能
性のあるコースに接近している高速船を発見しまし
た。 船長は衝突を懸念し、高速船にレーザーを向
けて乗組員の注意を引くよう、三等航海士に指示し
ました。 結果的に接近していた船は、遭難した
ヨットを助けるために派遣されたUSCG(米国沿岸
警備隊）の救助船でした。 数日後、USCGのオ
フィサーがレーザーの使用に関する調査をするため
に搭乗し、レーザーポインターがUSCGのスタッフ
に引き渡されました。
重要な点
この問題は、米国司法省に照会されました。 そし
て2021年1月に可決された新しい法律は、船舶の乗
組員と管理会社/船主の双方が、潜在的な民事およ
び刑事責任に直面する大きなリスクを生み出してい
ます。
新しい法律について
“The NNational Defense Authorization Act” は、航行
可能な米国の管轄海域において、船舶にレーザーを
当てることを違法としました。基本的に航空法で制
定されている内容と同じものになっています。 
レーザーの使用は、USCGの船舶と、水先案内中の
船舶に対して行われてきましたが、USCGはこの種
の行動を一掃するために上記の法律を推進しまし
た。 詳細は、こちらに記載されています。
違反すると民事罰で最大25,000米ドル、刑事罰で
最大25万ドルの罰金と最長25年の懲役刑を科され
る可能性があります。

考察
上記の事例と新しい法律の認識は米国の海域を運航
する船舶にとって重要ですが、海運業界ではあまり
知られていません。 同事例を通して改めて、レー
ザーポインターを使用することによる危険性（怪
我、特に眼の損傷のリスクなど）、また新法律に関
連して金銭的罰則および風評リスクに発展する危険
性を認識することは重要です。
もし船長および監視員が、接近する船舶の動きを懸
念している場合は、国際規則に従った手順を実施
し、”IMOのCollision Regulations”で規定されている
適切な光と音の信号を使用する必要があります。  
この新法律に関する更なる考察については、後日改
めて共有いたします。

https://www.steamshipmutual.com/Downloads/Articles/2021/BILLS-116hr6395enr.pdf#page=1322



